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動 向
　

鳥
取
商
工
会
議
所
の
２
０
２
５

年
度
通
常
議
員
総
会
が
６
月
27
日

（
金
）、
鳥
取
市
永
楽
温
泉
町
の
ホ
テ

ル
モ
ナ
ー
ク
鳥
取
で
開
か
れ
、
24
年

度
の
事
業
報
告
と
収
支
決
算
な
ど
を

承
認
し
ま
し
た
。

　

24
年
度
は
、「
会
員
と
共
に
、
地

域
経
済
活
性
化
、
未
来
へ
挑
む
！
」

を
基
本
方
針
に
、「
中
小
・
小
規
模

事
業
者
の
自
己
変
革
へ
の
挑
戦
支

援
」と
、「
ま
ち
づ
く
り
と
観
光
振
興
」

を
事
業
計
画
の
２
本
柱
に
据
え
ま
し

た
。
実
施
内
容
と
し
て
、
①
提
案
・

要
望
活
動
の
積
極
的
展
開
②
部
会
・

委
員
会
の
活
発
な
事
業
推
進
③
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
新
た
な
付

加
価
値
創
出
と
自
己
変
革
・
成
長
へ

の
支
援
④
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
―

を
重
点
事
項
に
掲
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
重
点
事
項
に
掲
げ
た

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

へ
の
経
営
支
援
で
は
、
深
刻

化
す
る
人
手
不
足
や
原
材
料

費
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高

騰
な
ど
の
問
題
に
直
面
す
る

会
員
事
業
者
と
「
対
話
と
傾

聴
」
を
通
し
、
付
加
価
値
拡

大
や
収
益
力
強
化
を
目
指
す

取
り
組
み
の
事
業
計
画
策
定

や
、
行
政
の
施
策
を
活
用
し

た
設
備
投
資
や
Ｉ
Ｔ
導
入
、

販
路
開
拓
な
ど
を
強
力
に
支

援
し
ま
し
た
。

　

ま
た
委
員
会
活
動
で
は
、「
と
っ

と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
特
別
委
員

会
」
が
鳥
取
市
全
体
の
統
一
し
た
観

光
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
深
澤
義
彦

鳥
取
市
長
に
「
と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ

ョ
ン
」
実
現
に
向
け
た
推
進
体
制
の

協
力
を
要
請
。
引
き
続
き
、
官
民
連

携
で
観
光
産
業
の
発
展
を
目
指
し
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
を
含
む
９
事
業
会
計
の

収
支
決
算
は
、
繰
越
金
を
含
め
た
収

入
総
額
９
億
６
６
３
１
万
２
１
７
円

に
対
し
、
支
出
総
額
は
６
億
５
０
１

４
万
３
７
３
１
円
で
、
次
年
度
へ
の

繰
越
金
は
３
億
１
６
１
６
万
６
４
８

６
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

総
会
で
は
こ
の
ほ
か
に
、
監
事
の

選
任
な
ど
が
承
認
さ
れ
た
ほ
か
、
永

年
勤
続
役
員
・
議
員
被
表
彰
者
の
決

定
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
永
年
勤
続
役

員
・
議
員
表
彰
式
が
開
か
れ
、
児
嶋

祥
悟
会
頭
か
ら
賞
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
た
の
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
。

【
永
年
勤
続
役
員
・
議
員
表
彰
】

【
常
議
員
】
戸
田
暖
久
氏
（
常
議
員
・

議
員
通
算
25
年
１
カ
月
）
▽
林
正
人

氏
（
同
20
年
７
カ
月
）
▽
吉
岡
秀
樹

氏
（
常
議
員
20
年
７
カ
月
）

【
監
事
】
安
住
学
氏
（
監
事
・
議
員

通
算
９
年
１
カ
月
）

【
議
員
】
植
木
誠
氏
（
議
員
20
年
７

カ
月
）
▽
黒
坂
幸
夫
氏
（
同
）
▽
西

面
美
都
子
氏
（
議
員
９
年
１
カ
月
）

▽
坂
根
徹
氏
（
常
議
員
・
議
員
通
算

20
年
７
カ
月
）
▽
地
原
忠
実
氏
（
議

員
25
年
２
カ
月
）▽
松
下
顕
吾
氏（
常

議
員
・
議
員
通
算
９
年
３
カ
月
）
▽

山
川
正
人
氏
（
議
員
15
年
）
▽
山
田

俊
彦
氏
（
同
15
年
１
カ
月
）

事業報告などを承認した通常議員総会

永年勤続表彰を受けた役員・議員の皆さん

  

鳥
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２
５
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度
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２
０
２
５
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４

動 向
　

鳥
取
商
工
会
議
所
工
業
部
会
（
木

下
貴
啓
部
会
長
）
は
６
月
９
日
（
月
）

か
ら
２
日
間
、
京
都
府
乙
訓
郡
大
山

崎
町
の
ダ
イ
ハ
ツ
工
業
㈱
京
都
工
場

と
大
阪
・
関
西
万
博
を
視
察
し
、
部

会
員
ら
21
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
１
９
７
３
年
４
月
に

操
業
を
開
始
し
た
ダ
イ
ハ
ツ
工
業
㈱

京
都
工
場
を
視
察
し
ま
し
た
。
同
工

場
は
、
ダ
イ
ハ
ツ
ブ
ラ
ン
ド
の
小
型

車
「
ト
ー
ル
」
を
は
じ
め
、
ト
ヨ
タ

自
動
車
の
「
プ
ロ
ボ
ッ
ク
ス
」
な
ど

の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
生
産
も
行
う
車
両
生
産
工

場
で
す
。

　

は
じ
め
に
、
同
社
の
担
当
者
か
ら

工
場
の
概
要
の
ほ
か
、
同
社
が
目
指

す
基
本
構
想
「
Ｓ
Ｓ
Ｃ
（
シ
ン
プ
ル
・

ス
リ
ム
・
コ
ン
パ
ク
ト
）
へ
の
こ
だ

わ
り
」「
や
さ
し
い
工
場
づ
く
り
」で
、

生
産
性
向
上
や
作
業
員
の
負
担
低
減

な
ど
に
取
り
組
む
内
容
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
は
在
庫
を
持
た

ず
販
売
店
か
ら
届
く
発
注
書
を
元
に

生
産
す
る
『
か
ん
ば
ん
方
式
』
の
工

場
に
移
動
し
、
組
立
・
塗
装
・
検
査

の
３
工
程
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

組
立
工
程
で
は
、
工
程
数
を
15
％

削
減
し
て
生
産
効
率
を
上
げ
た
ほ

か
、
可
動
式
の
椅
子
を
導
入
し
て
作

業
員
の
動
作
負
担
を
軽
減
。
部
品
の

搬
送
は
自
動
化
さ
れ
、
工
場
内
は
人

と
ロ
ボ
ッ
ト
の
住
み
分
け
が
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

続
い
て
見
学
し
た
の
は
塗
装
工

程
。
以
前
は
、
防
じ
ん
服
や
マ
ス
ク

を
着
用
し
て
作
業
す
る
過
酷
な
現
場

だ
っ
た
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
現

在
の
塗
装
ラ
イ
ン
は
完
全
に
無
人
化

さ
れ
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
ア
ー
ム
が
車
両

の
扉
を
開
閉
し
、
車
両
の
細
部
ま
で

機
械
で
塗
装
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
検
査
工
程
を
見
学
。
こ
こ

で
は
塗
装
工
程
と
違
い
、
作
業
員
が

外
装
や
内
装
の
検
査
の
ほ
か
、
ブ

レ
ー
キ
や
ラ
ン
プ
な
ど
の
安
全
性
を

一
つ
一
つ
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
工
場
で
は
そ
の
他
、
組
立
工
程

　
工
業
部
会
視
察
研
修

　
工
業
部
会
視
察
研
修

ダ
イ
ハ
ツ
と
大
阪
・
関
西
万
博
を
視
察

ダ
イ
ハ
ツ
と
大
阪
・
関
西
万
博
を
視
察

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　　

  

先
進
技
術
と
未
来
社
会
に
触
れ
る

先
進
技
術
と
未
来
社
会
に
触
れ
る

の
一
部
で
車
両
を
「
縦
向
き
」
か
ら

「
横
向
き
」
に
流
れ
る
よ
う
に
改
修

し
、
製
造
ラ
イ
ン
の
長
さ
を
短
縮
。

作
業
員
の
動
作
範
囲
や
工
場
ス
ペ
ー

ス
を
削
減
す
る
な
ど
、
各
工
程
の
至

る
所
で
Ｓ
Ｓ
Ｃ
や
働
き
や
す
い
環
境

を
実
現
し
て
お
り
、
先
進
企
業
の
高

い
技
術
力
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
工
場
設
計
や
改

善
活
動
の
参
考
に
な
っ
た
」「
緻
密

な
工
程
設
計
、
安
全
・
環
境
へ
の
配

慮
が
さ
れ
て
い
る
」
な
ど
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
大
阪
・
関
西
万
博
を

見
学
。
梅
雨
時
の
雨
に
も
か
か
わ
ら

ず
開
門
前
の
西
ゲ
ー
ト
は
、
入
場
待

ち
を
す
る
人
の
長
い
行
列
が
で
き
て

い
ま
し
た
。

　

一
行
が
最
初
に
訪
れ
た
の
は
、「
人

間
の
再
生
」
が
テ
ー
マ
の
ベ
ル
ギ
ー

パ
ビ
リ
オ
ン
。
ベ
ル
ギ
ー
が
誇
る
最

新
医
療
技
術
に
つ
い
て
、
映
像
で
病

気
予
防
か
ら
治
療
、
再
生
な
ど
が
学

べ
る
展
示
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
関
西
広
域
連
合
の
９
府

県
が
出
展
す
る「
関
西
パ
ビ
リ
オ
ン
」

に
入
場
。
そ
の
中
の
鳥
取
県
ブ
ー
ス

は
、
周
囲
を
鏡
で
囲
っ
て
砂
を
敷
き

詰
め
た
「
鳥
取
無
限
砂
丘
」
で
探
索

す
る
体
験
の
ほ
か
、
満
天
の
星
空
や

美
し
い
風
紋
な
ど
を
再
現
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
が
来
場

者
の
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
参
加
者
は
、
虫
眼
鏡
デ
バ

イ
ス
を
使
っ
て
鳥
取
県
の
観
光
や
グ

ル
メ
、
工
芸
な
ど
を
探
索
。
鳥
取
県

ゾ
ー
ン
に
入
場
待
ち
す
る
来
場
者
の

列
に
人
気
の
高
さ
を
感
じ
る
と
と
も

に
、
鳥
取
県
が
誇
る
豊
か
な
自
然
や

食
文
化
な
ど
の
魅
力
を
改
め
て
認
識

し
直
す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
そ
の
後
、
万
博
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
る
大
屋
根
リ
ン
グ
や
海
外

や
国
内
の
パ
ビ
リ
オ
ン
を
自
由
に
巡

覧
。
国
内
外
の
先
端
技
術
な
ど
に
つ

い
て
知
見
を
広
げ
ま
し
た
。

鳥取無限砂丘で探索体験する参加者
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鳥
取
商
工
会
議
所
観
光
・
交
通
部

会
（
澤
耕
司
部
会
長
）
は
６
月
13
日

（
金
）、
鳥
取
市
本
町
３
丁
目
の
鳥
取

商
工
会
議
所
ビ
ル
で
研
修
会
を
開

き
、部
会
員
20
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
鳥
取
県
輝
く
鳥
取
創
造

本
部
中
山
間
・
地
域
振
興
局
の
野
坂

明
正
局
長
が
務
め
、「
鳥
取
県
の
地

域
公
共
交
通
の
実
現
に
向
け
て
」
と

題
し
、
公
共
交
通
の
現
状
や
事
例
な

ど
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

鳥
取
県
内
の
公
共
交
通
は
、
乗
車

人
数
の
減
少
や
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
な

ど
の
理
由
か
ら
、
乗
合
バ
ス
路
線
の

統
廃
合
や
タ
ク
シ
ー
会
社
の
営
業
時

間
短
縮
な
ど
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

鳥
取
県
は
、
公
共
交
通
を
維
持
し

よ
う
と
、
市
町
村
と
協
力
し
て
圏
域

ご
と
に
地
域
公
共
交
通
計
画
を
策

定
。鳥
取
市
で
は
そ
の
計
画
の
も
と
、

Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
乗
合
交
通
（
と

り
モ
ビ
）
の
実
証
実
験
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
鳥
取
県
は
、
市
町
村
や
交
通

事
業
者
と
連
携
し
て
、
鳥
取
型
ラ
イ

ド
・
シ
ェ
ア
制
度
や
ド
ラ
イ
バ
ー
確

保
の
支
援
策
を
継
続
的
に
実
施
す
る

ほ
か
、
今
年
３
月
に
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線

の
鳥
取
駅
～
倉
吉
駅
間
で
導
入
さ
れ

た
「
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
」
を
県
内
の
路
線

バ
ス
に
も
使
え
る
よ
う
に
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
野
坂
局
長
は
「『
住

民
の
足
』『
観
光
の
足
』
と
し
て
公

共
交
通
の
維
持
・
拡
充
を
図
っ
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

出
席
し
た
飲
食
事
業
者
か
ら
は

「
ア
ル
バ
イ
ト
が
利
用
す
る
遅
い
時

間
の
運
行
を
お
願
い
し
た
い
」
な
ど

の
意
見
が
出
ま
し
た
。

講師の話に耳を傾ける出席者ら

動 向

　
観
光
・
交
通
部
会
が
研
修
会
開
催

　
観
光
・
交
通
部
会
が
研
修
会
開
催

地
域
公
共
交
通
の
維
持
・
拡
充
に
向
け

地
域
公
共
交
通
の
維
持
・
拡
充
に
向
け

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　　

  

路
線
バ
ス
に
も
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
導
入
へ

路
線
バ
ス
に
も
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
導
入
へ

我が社では親族への事業承継を検討しておりますが、遺留分に見合う現預
金を準備することができず、このままでは後継者に経営権を取得できるだ

けの株式を相続させることは困難です。遺留分への対応方法として無議決権株式
を発行するという方法があると耳にしましたが、どのような方法なのでしょうか？

今回は事業承継と無議決権株式について説明します。無議決権株式とは、
一切の事項について議決権を有しない株式を意味します。遺言により普

通株式を後継者に相続させ無議決権株式を後継者以外に相続させることにより、相続人の遺留分に対応
しつつ、後継者に経営権を取得させることが可能となります。
　ただし、無議決権株式を導入するためには、普通株式の株主全員が普通株式を無議決権株式とするこ
とに同意することや、株主総会特別決議により無議決権株式を発行できる旨定款で定めるなど厳格な要
件が存在します。
　また、無議決権株式は全株式の２分の１を超えての発行が禁止されているため、定款を変更して、全株
式に対して譲渡制限を設定して非公開会社にすることにより、全株式の２分の１を超える無議決権株式
発行を可能にしておく必要があります。
　それゆえ、現経営者が100％自社株を保有しているよう
な場合には無議決権株式を導入しやすいといえます。なお、
現経営者以外に株主が存在する場合には、無議決権株式に
ついて配当優先株にして、配当面で優遇することで無議決
権株式導入に賛成してもらう等の対応も考えられます。

事業主と労働者のための

法律相談法律相談

QQ ＡＡ＆＆
172

Ａ

弁護士　上　田　雅　稔
（いなば総合法律事務所）

鳥取市本町３丁目２０１　鳥取商工会議所ビル５Ｆ

TEL0857-21-2377 FAX0857-22-6857

Q

 事業承継と無議決権株式事業承継と無議決権株式
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動 向
　

鳥
取
商
工
会
議
所
流
通
部
会
（
手

石
幸
洋
部
会
長
）は
６
月
９
日（
月
）、

鳥
取
市
本
町
３
丁
目
の
鳥
取
商
工
会

議
所
ビ
ル
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、

部
会
員
ら
24
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
昨
今
の
労
働
力

不
足
の
社
会
課
題
を
踏
ま
え
、「
人

手
不
足
時
代
」
を
ど
う
乗
り
越
え
る

か
と
題
し
実
施
し
た
も
の
で
、
講
師

に
鳥
取
県
商
工
労
働
部
雇
用
人
材
局

雇
用
・
働
き
方
政
策
課
課
長
補
佐
の

井
上
正
樹
氏
を
迎
え
開
催
し
ま
し
た
。

　

井
上
講
師
は
、
は
じ
め
に
都
道
府

県
別
有
効
求
人
倍
率
を
引
用
し
、
中

国
地
域
の
有
効
求
人
倍
率
が
他
の
地

域
よ
り
高
く
、
人
手
不
足
の
傾
向
が

強
い
現
状
を
説
明
。
加
え
て
有
効
求

人
倍
率
に
は
出
て
こ
な
い
産
業
別
の

求
人
動
向
に
も
触
れ
、
産
業
の
人
気

が
人
手
不
足
の
差
異
を
大
き
く
し
て

い
る
デ
ー
タ
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
県
が
令
和
６
年
度
に
実
施

し
た
「
人
手
不
足
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の

回
答
結
果
を
報
告
。
人
手
不
足
の
影

響
と
し
て
、
現
有
従
業
員
の
負
担
増

大
や
技
能
・
技
術
承
継
難
、
従
業
員

の
高
齢
化
な
ど
を
危
惧
す
る
経
営
者

の
リ
ア
ル
な
声
や
行
政
に
対
し
、マ
ッ

チ
ン
グ
機
会
の
創
出
な
ど
を
求
め
る

声
が
あ
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
井
上
講
師
は
、
近
年
の
就

職
・
転
職
手
法
が
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や

企
業
合
同
説
明
会
な
ど
か
ら
民
間
就

職
・
転
職
サ
イ
ト
に
変
わ
っ
て
き
て

い
る
こ
と
に
触
れ
、
求
人
方
法
の
見

直
し
、
自
社
を
知
っ
て
も
ら
う
行
動

を
強
化
す
る
よ
う
促
し
ま
し
た
。

講演に耳を傾ける参加者ら

  

流
通
部
会
が
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

流
通
部
会
が
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

産
業
の
人
気
が
人
手
不
足
を
大
き
く
左
右

産
業
の
人
気
が
人
手
不
足
を
大
き
く
左
右

　
　
　
　  

業
界
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
や
求
人
方
法
の
見
直
し
を

業
界
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
や
求
人
方
法
の
見
直
し
を

鳥取警察署からのお知らせ鳥取警察署からのお知らせ Vol.65Vol.65

【問合せ先】鳥取県警察本部警務部警務課人事第二係
　採用案内フリーダイヤル
　　　　　　　　　０１２０－０２２－７１２
　採用ウェブサイト
　　https://www.pref.tottori.lg.jp/kenkeisaiyou/
　★ＬＩＮＥ公式アカウント「鳥取県警察採用係」
　　においても採用情報配信中★

◦各試験区分の採用予定者数など、採用試験の詳細は鳥取
県警察採用ウェブサイトや受験案内を御確認ください。

◦受験案内は申込み受付期間前に配布を開始する予定です。

◦「チャレンジコース」はＳＰＩ３試験を実施するので、
公務員試験対策が不要です！

試験区分 申込受付期間 第１次試験日 第２次試験日 学歴要件 年齢要件

警察官Ａ（２回目）

７／25（金）
〜

８／25（月）
９／28（日） 11月中旬

大学（短期大学を除く。）を卒業又は
Ｒ8.3.31までに卒業見込みの人（人事委
員会が同等の資格があると認める人を
含む。）

Ｈ2.４.２以降に
生まれた人
（35歳以下）

警察官Ｂ（２回目）
警察官Ａ（２回目）の
学歴要件以外の人

Ｈ2.４.２から
Ｈ20．４.１までに
生まれた人
（18歳以上35歳以下）警察官Ｂ（２回目）

チャレンジコース

警察行政
（高校卒業程度）

７／25（金）
〜

８／25（月）
９／28（日） 10月下旬

大学（短期大学を除く。）を卒業又は
Ｒ8.3.31までに卒業見込みの人（人事委
員会が同等の資格があると認める人を
含む。）を除く。

Ｈ16.４.２から
Ｈ20.４.１までに
生まれた人
（18歳以上21歳以下）

警察行政
障がい者対象
（身体、精神）

８／25（月）
〜

９／16（火）
11／２（日） 12月中旬 なし

Ｓ61.４.２から
Ｈ20.４.１までに
生まれた人
（18歳以上39歳以下）

☆ 警察官・警察行政職員採用試験日程 ☆☆ 警察官・警察行政職員採用試験日程 ☆

採用
ウェブサイト

LINE公式
アカウント
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動 向
　

鳥
取
商
工
会
議
所
サ
ー
ビ
ス
部
会

（
水
野
治
郎
部
会
長
）
は
６
月
16
日

（
月
）、
鳥
取
市
本
町
３
丁
目
の
鳥
取

商
工
会
議
所
ビ
ル
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
、
部
会
員
20
人
が
講
師
の
話
に

耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

同
部
会
は
、
人
手
不
足
や
業
務
効

率
化
な
ど
で
デ
ジ
タ
ル
化
が
加
速
す

る
中
、
総
務
や
人
事
部
門
に
お
い
て

も
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
も
ら
お
う

と
シ
ス
テ
ム
活
用
術
を
テ
ー
マ
に
し

た
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
㈱
オ
ー
ビ
ッ
ク
ビ
ジ
ネ

ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
大
阪
第
一
支
店

の
原
佑
一
主
任
が
務
め
、
実
践
例
を

交
え
な
が
ら
、
シ
ス
テ
ム
の
活
用
術

を
解
説
し
ま
し
た
。

　

原
講
師
は
、多
く
の
企
業
で
人
事
・

給
与
シ
ス
テ
ム
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、

手
当
な
ど
の
計
算
は
手
作
業
中
心
の

使
い
方
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
。
何

年
も
同
じ
使
い
方
に
な
っ
て
い
る
業

務
プ
ロ
セ
ス
を
見
直
す
こ
と
で
、
大

幅
に
業
務
時
間
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
法
・
制
度
改
正
な
ど
で
新

た
に
増
え
て
い
く
業
務
に
対
応
す
る

た
め
に
も
、
給
与
シ
ス
テ
ム
だ
け
で

な
く
労
働
保
険
の
手
続
き
や
年
末
調

整
の
業
務
な
ど
も
電
子
化
を
進
め
、

業
務
全
体
を
効
率
化
で
き
る
よ
う
に

シ
ス
テ
ム
の
活
用
方
法
を
検
討
し
て

ほ
し
い
と
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
原
講
師
は
、
請
求
業
務

の
有
効
な
使
い
方
を
紹
介
。
請
求
書

を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
で
、
請
求

書
発
行
か
ら
回
収
業
務
ま
で
が
ス

ム
ー
ズ
に
一
括
管
理
で
き
る
と
ア
ド

バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

講演する原講師

  

サ
ー
ビ
ス
部
会
が
セ
ミ
ナ
ー
開
催

サ
ー
ビ
ス
部
会
が
セ
ミ
ナ
ー
開
催

総
務
人
事
部
門
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

総
務
人
事
部
門
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　　

  

業
務
プ
ロ
セ
ス
の
見
直
し
か
ら

業
務
プ
ロ
セ
ス
の
見
直
し
か
ら

　

鳥
取
商
工
会
議
所
の
流
通
部
会
、

建
設
部
会
、
観
光
・
交
通
部
会
、
サ
ー

ビ
ス
部
会
の
総
会
が
次
の
通
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

◆
開
催
日　

６
月
９
日
（
月
）

◆
出
席
者
数　

24
人

◆
主
な
事
業
計
画　

①
正
副
部
会
長

会
議
、
常
任
委
員
会
、
総
会
の
開
催

②
鳥
取
ま
ち
ゼ
ミ
の
開
催
に
よ
る
中

心
市
街
地
活
性
化
対
策
③
視
察
研
修

（
大
阪
・
関
西
万
博
、
山
口
市
先
進

地
視
察
）
④
セ
ミ
ナ
ー
、
講
習
会
の

開
催

◆
開
催
日　

６
月
11
日
（
水
）

◆
出
席
者
数　

31
人

◆
主
な
事
業
計
画　

①
正
副
部
会
長

会
議
、
常
任
委
員
会
、
総
会
の
開
催

②
部
会
交
流
事
業
の
開
催
③
行
政
庁

と
の
意
見
・
情
報
交
換
会
の
実
施
④

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
⑤
大
阪
・
関
西
万

博
視
察
研
修
⑥
部
会
員
が
希
望
す
る

事
業

◆
開
催
日　

６
月
13
日
（
金
）

◆
出
席
者
数　

20
人

◆
主
な
事
業
計
画　

①
正
副
部
会
長

会
議
、
総
会
、
常
任
委
員
会
の
開
催

②
研
修
会
・
講
演
会
の
実
施
（
若
手

経
営
塾
、
ま
ち
な
か
観
光
や
公
共
交

通
に
関
す
る
研
修
会
な
ど
）
③
運
送

業
小
委
員
会
の
活
動
（
学
校
キ
ャ
ラ

バ
ン
隊
～
小
中
学
生
に
運
送
業
の
魅

力
を
伝
え
る
～
、
運
送
業
女
性
ド
ラ

イ
バ
ー
交
流
懇
談
会
の
実
施
）
④
大

阪
・
関
西
万
博
へ
の
参
加
⑤
鳥
取
市

観
光
大
学
へ
の
協
力
⑥
そ
の
他

◆
開
催
日　

６
月
16
日
（
月
）

◆
出
席
者
数　

24
人

◆
主
な
事
業
計
画　

①
正
副
部
会
長

会
議
、
総
会
、
常
任
委
員
会
の
開
催

②
新
入
社
員
研
修
の
開
催
③
経
営
、

人
材
育
成
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
関

わ
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
④
第
４
期
こ

ど
も
未
来
大
学
の
開
催
⑤
視
察
研
修

会
の
実
施

澤
　
　
耕
司 

部
会
長

建 

設 

部 

会

手
石
　
幸
洋 

部
会
長

流 

通 

部 

会

影
井
　
一
清 

部
会
長

水
野
　
治
郎 

部
会
長

観
光
・
交
通
部
会

サ 

ー 

ビ 

ス 

部 

会
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動 向
　

鳥
取
市
、
鳥
取
公
共
職
業
安
定
所

な
ど
は
６
月
24
日
（
火
）、
鳥
取
市

本
町
３
丁
目
の
鳥
取
商
工
会
議
所

（
児
嶋
祥
悟
会
頭
）
を
訪
れ
、
来
春

卒
業
予
定
の
高
校
生
に
対
す
る
求
人

を
要
請
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
末
に
お
け
る
鳥
取
県
東
部

地
域
の
新
規
高
卒
者
の
就
職
内
定
率

は
１
０
０
％
を
達
成
。
一
方
、
就
職

希
望
者
が
減
少
す
る
中
で
、
事
業
所

か
ら
の
求
人
は
高
止
ま
り
が
続
い
て

お
り
、
求
人
倍
率
は
２
・
74
倍
と
な

り
ま
し
た
。

　

若
年
労
働
者
の
減
少
が
ま
す
ま
す

進
む
中
で
、
１
人
で
も
多
く
の
若
者

に
地
元
就
職
し
て
も
ら
お
う
と
、
鳥

取
市
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鳥
取
、
高
等

学
校
な
ど
は
、
地
元
企
業
の
仕
事
と

魅
力
を
理
解
し
て
も
ら
う
「
地
元
企

業
早
期
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
」
を

は
じ
め
、
求
人
事
業
所
説
明
会
や
高

校
１
、２
年
生
を
対
象
に
し
た
「
地

元
企
業
魅
力
発
見
会
」、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
事
業
な
ど
を
積
極
的
に
展

開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
深
澤
義
彦
鳥
取
市
長
、

鳥
取
公
共
職
業
安
定
所
の
中
嶋
隆
行

所
長
ら
が
訪
れ
、
深
澤
市
長
は
「
採

用
計
画
策
定
や
早
期
の
求
人
票
提
出

を
お
願
い
し
た
い
」
と
若
者
の
地
元

就
職
促
進
に
向
け
て
要
請
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
将
来
の
地
元
産
業
を
担
う

人
材
と
し
て
定
着
し
て
も
ら
う
た
め
、

教
育
訓
練
に
よ
る
人
材
育
成
や
働
き

や
す
い
職
場
環
境
の
整
備
、
生
産
性

向
上
、
賃
金
引
き
上
げ
な
ど
の
対
応

に
つ
い
て
も
要
望
し
ま
し
た
。

要請を受ける児嶋会頭（右から2番目）

  

鳥
取
市
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鳥
取
な
ど

鳥
取
市
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鳥
取
な
ど

来
春
高
卒
予
定
者
の
求
人
要
請

来
春
高
卒
予
定
者
の
求
人
要
請

　
　
　
　
　　
　　
　　
　　
　　  

採
用
計
画
策
定
や
早
期
の
求
人
票
を

採
用
計
画
策
定
や
早
期
の
求
人
票
を

経営改善への取組みを始めてみませんか！
 
 
 
 
 
 

早期経営改善計画策定支援事業 

（通称：バリューアップ事業） 

経営改善計画策定支援事業 

（通称：４０５事業） 

こんな方におすすめ 
 ここのところ、資金繰りが不安定だ。 

 新型コロナで影響を受けた経営を立て直したい。 

 自社の状況を客観的に把握したい。 

 専門家から経営のアドバイスが欲しい。・・・等 

※金融支援を必要としません。 

 必要な売上や利益を確保できる経営管理を。 

 ガバナンス体制を整備したい。 

 黒字体質の企業に転換させたい。 

 業績悪化の根本的な原因を把握したい。・・等 

※条件変更等の金融支援が必要です。 

支援を受けた専門家への支払費用に対する補助 
総額の 2/3（上限 25 万円）までを補助 総額の 2/3（上限 300 万円）までを補助 

フォローアップ 
計画策定から 1 年後にフォローアップ 計画策定完了から 3 年間のフォローアップ 

借入金の返済が

きつくなってきた。 

返済条件の変更

をお願いしたい。 

【ご相談・お問い合わせ】
　〒689−1112　鳥取市若葉台南７丁目５番１号
　　公益財団法人鳥取県産業振興機構　鳥取県中小企業活性化協議会（経営改善支援センター）　担当：田井、上前
　　TEL 0857−33−0197　E-mail:kaizen@toriton.go.jp
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会
員
情
報

敬
称
略
・

順
不
同

５
月
16
日
～
６
月
15
日
届
け
出
分

　

㈱
さ
ん
れ
い

フ
ー
ズ
鳥
取
支

店
の
鳥
取
商
工

会
議
所
職
務
執

行
者
が
、
郷
原

和
裕
氏
か
ら
吉
田
英
行
氏（
支
店
長
）

＝
写
真
＝
に
交
代
さ
れ
ま
し
た
。

議議    

員員    

交交    

代代

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日

本
㈱
鳥
取
支
店

の
鳥
取
商
工
会

議
所
職
務
執
行

者
が
、
小
川
原

秀
哉
氏
か
ら
田
中
道
雄
氏
（
鳥
取
支

店
長
）
＝
写
真
＝
に
交
代
さ
れ
ま
し

た
。

　

㈱
ア
ス
コ
の

鳥
取
商
工
会
議

所
職
務
執
行
者

が
、
井
上
達
夫

氏
か
ら
藤
原
裕

人
氏
（
取
締
役
部
長
）
＝
写
真
＝
に

交
代
さ
れ
ま
し
た
。

【
社
名
変
更
】

◆
西
日
本
電
信
電
話
㈱
鳥
取
支
店

　

→
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
㈱
鳥
取
支
店

【
社
名・代
表
者
変
更
】

◆
玉
川
慶
洙
商
店
㈱

　

→
玉
川
資
業
㈱

　

代
表
取
締
役
＝
玉
川　

慶
太

【
代
表
者
変
更
】

◆
富
国
生
命
保
険（
相
）鳥
取
支
社

　

支
社
長
＝
稲
葉　

健
明

◆
日
本
海
運
輸
㈲

　

代
表
取
締
役
＝
楮
原　

章
吾

◆
朝
日
生
命
保
険（
相
）山
陰
支
社

　

営
業
支
社
長
＝
横
山　

雄
一
朗

◆
第
一
生
命
保
険
㈱
鳥
取
支
社

　

鳥
取
支
社
長
＝
秋
吉　

満
澄

◆
㈱
高
千
穂

　

代
表
取
締
役
社
長
＝
西
山　

靖
人

【
住
所
変
更
】

◆
尾
脇
電
機
㈱

　

鳥
取
市
若
桜
町
39　

ロ
ゴ
ス
文
化

会
館
１
階
Ａ
号
室

　
（
建
て
替
え
に
伴
う
一
時
移
転
）

　　 社員の人材育成を考えている皆様へ
在籍型出向による社員のスキルアップにチャレンジしてみませんか？

　◆◇産業雇用安定助成金（スキルアップ支援コース）で出向中の賃金の一部を助成します◆◇

◆お問合せ先◆
鳥取労働局　職業対策課　TEL：0857-29-1708
　　　　鳥取労働局のＨＰにも掲載していますので、ご覧ください。

（注）助成金対象外業務（労働者派遣事業における適用除外業務）
 ・港湾運送業務 ・建設業務 ・警備業務 ・病院等における医療関係の業務

〈助成内容〉　（企業グループ内出向は対象外）
区　分 中小企業 中小企業以外
助成率 ２／３ １／２

助成額
以下のいずれか低い額に助成率をかけた額（最長１年まで）
イ　出向労働者の出向中の賃金（※１）のうち出向元が負担する額
ロ　出向労働者の出向前の賃金の１／２の額

上限額 8,635円（※２）／１人１日あたり（１事業所1年度あたり1,000万円まで）
※１ 出向中の労働者の賃金≧出向前の労働者の賃金
※２ 雇用保険の基本手当日額の最高額(令和６年８月１日時点) 毎年８月に改正

〈主な助成要件〉（※部分出向も対象：（例）月の半分以上出向先で勤務する場合）

出向元 ◦労働者のスキルアップを目的として行われる出向
◦出向開始６か月前から事業主都合で解雇していない

出向先 ◦出向の受け入れに際して、事業主都合により離職させていない
◦雇用量が一定以上減少していない

労働者
◦出向復帰後６か月間の各月の賃金を５％以上上昇させる
◦常用労働者で雇用保険に６か月以上加入している

出向期間 ◦出向期間は１か月以上２年以内
◦出向期間終了後に出向元企業に復帰することが前提

　自社にない新たな専門知識やスキルが実践により習得できる!
　　　　　 　　　　建設業者　扌　測量設計業者
　　　　　 【外注していた測量設計業務（３D測量等）のスキルの取得】

　他社を経験することにより広い視野での判断力等が習得できる！
　　　　　　　　　食品製造業者　扌　食品製造業者
　　　　　　【食品安全システムの導入に向けた幹部候補社員の育成】

◆在籍型出向とは　出向元企業と出向先企業との間で出向契約を行い、労働者は出向元企業と雇用契約を結んだまま、出向先企業と新たに雇用契約
を結び、出向先企業に一定期間継続して勤務する。⇒出向期間終了後は出向元企業に復帰する。

◆在籍型出向を検討するポイント　新たな事業展開、業務の効率化の観点から　➡A新市場進出、ＩＴ化、ＤＸの推進により業務効率化に取り組む
社員個人のスキルアップの観点から　　　　➡B管理職やプロジェクトリーダー等を養成する

◆在籍型出向によるスキルアップのメリット

◆産業雇用安定助成金（スキルアップ支援コース）とは
　労働者のスキルアップを目的とする在籍型出向を実施した出向元企業が負担する出向中の賃金の一部を助成

実践例
A

実践例
B
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第44期議員選挙 ２号議員　部会別割当数決まる
　今年が改選期に当たる鳥取商工会議所第44期議員選挙の
うち、各部会の選任による２号議員の割当数が６月20日
（金）の常議員会で決まりました。
　８月１日（金）から８月13日（水）までに開かれる各部
会選任会議で計36人の２号議員が選任されることになって
います。

割当数

建設部会 ８（前回８）
工業部会 ６（ 〃 ６）
流通部会 ７（ 〃 ７）
観光・交通部会 ５（ 〃 ５）
金融部会 ３（ 〃 ３）
サービス部会 ７（ 〃 ７）

６／2（月）

７／２２（金）

議員選挙選任日程表
１号議員 ２号議員 ３号議員

２号議員部会別割当定数基礎

６／ 20（金）２号議員部会別割当定数決定常議員会

１号議員選挙における選挙人
名簿調製完了７／ 25（金）

８／ 1（金）
　　↓
８／ 13（水）

６／ 27（金） 第1回選挙管理委員会
７／ 18（金）

部会員数・会費持口数算出日

●会員・特定商工業者による投票
選挙
●選挙権は会員及び特定商工業者
●被選挙権は会員のみ

●１号、２号議員協議会で選任
●選挙権は１号・２号議員
●被選挙権は会員のみ

●部会（建設部会・工業部会・流通
部会・観光・交通部会・金融部会・
サービス部会）による選任
●選挙権・被選挙権は各部会員
●各部会議員割当数は常議員会で
決定

選挙人名簿調製

８／ 18（月）選挙人名簿確定

８／ 19（火）議員立候補者受付開始

９／５（金）議員立候補者受付締切

９／９（火）投票日（投票の場合）

９／ 12（金）第３回選挙管理委員会１号議員決定（選挙の場合）

９／ 26（金）議員協議会開催（銓衡委員会で選任）

10 ／７（火）第４回選挙管理委員会３号議員決定

９／５（金）議員立候補者確定

８／ 19（火）第２回選挙管理委員会２号議員決定

選挙人名簿縦覧
８／ 1（金）

８／ 13（水）

各部会選任会議開催
（銓衡委員会で選任）
各部会選任会議期間終了

無投票の場合その旨を公告
（投票ない場合）

第３回選挙管理委員会
１号議員決定

1号議員
54名決定

２号議員
36名決定

３号議員
15名決定
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 ◆１号議員（投票選挙）定数54人

１．投　　　票
日　　時　　令和７年９月９日（火）
場　　所　　鳥取商工会議所（鳥取市本町３－ 201）
方　　法　　投票所において投票用紙に１号議員の候補者１人の氏名又は名称を記載して投票。
代理投票　　選挙人は他の選挙人に代理投票させることができる。

２．開　　　票　　投票の当日
３．選挙人資格
　　　会員及び特定商工業者で、選挙人名簿調製期日（令和７年７月18日（金））現在において所定

の会費及び法定負担金を納めた会員で、 選挙人名簿確定日（令和７年８月18日（月））現在当該
名簿に登録された会員。

４．選　挙　権
　　　会　　員　　会費の最初の１口につき２個の１号議員の選挙権を有し、２口以上は１口を増す

ごとに１個を加え、最高50個とする。
　　　特定商工業者　　１個（会員を除く）
５．議員立候補者の届出
　　　選挙人資格を有する者は、所定用紙により期限内（令和７年８月19日（火）から令和７年９

月５日（金）まで）に届出する。
６．選挙負担金　　　30,000円

 ◆２号議員（部会選任）定数36人

１．選　　　任

　　　期　　日　　令和７年８月１日（金）～令和７年８月13日（水）の間
　　　場　　所　　鳥取商工会議所ほか
　　　部会割当定数　　部会員数、会費口数を勘案し、常議員会で決定する。
２．選任、被選任者資格

　　　会員及び特定商工業者で選挙人名簿調製期日（令和７年７月18日（金））現在において所定の
会費及び負担金を納めた者。（所属部会が重複する場合は、あらかじめ定めた部会に限る）

３．部会の種類

　　　建設部会、工業部会、流通部会、観光・交通部会、金融部会、サービス部会
４．選挙負担金　　　30,000円

１．選　　　任

　　　期　　日　　令和７年９月26日（金）
　　　場　　所　　鳥取商工会議所（鳥取市本町３－201）
　　　方　　法　　１号、２号議員で組織する議員協議会の銓衡委員会で選任
２．被選任資格者

　　　選挙人名簿確定日（令和７年８月18日（月）現在において当該名簿に登録された会員 )
３．選挙負担金　　　30,000円

令和７年

鳥取商工会議所第44期議員改選について

 ◆３号議員（１・２号議員協議会選任）定数15人
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中国運輸局

物流効率化について荷主・物流事業者が努力すべきポイント

オンライン説明会もご活用ください。
政府では、荷主の皆様に向けて物流改正法の説明会を実施しています。

中でもオンライン説明会については、アーカイブ動画も公開していますので、どうぞご活用ください。

荷主の皆様、

物流効率化に向けた努力義務
について取り組んでいただくようお願いします。

令和7年4月1日より物流改正法の一部が施行され、トラック輸送に関わる関係者
には、国が策定した判断基準に基づき、物流効率化にむけて努力する義務が課さ
れています。商慣行の見直しには荷主の皆様のご理解・ご協力が必要です。積極
的な取り組みをお願いします。

中国経済産業局

新物効法荷主向け説明会
（R7.2開催）

※動画アーカイブ

トラック物流問題の解決に向けた
オンライン説明会（毎月開催）
※動画アーカイブもあり

物流効率化法の改正ポイントをとりまとめたサイトです。

こちらも是非
ご覧ください。

（お問合せはこちらまで）⋄中国運輸局自動車交通部貨物課（082-228-3438）
⋄中国経済産業局産業部産業振興課流通・サービス産業室（082-224-5655）
⋄中国四国農政局経営・事業支援部食品企業課（086-224-4511） 2025.6版

物流効率化法に関わる努力義務や一定規模以上の特定事業者
に課せられる事項等について解説しています。
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　これからの季節、台風等風雨災害が生じる可能性が高くなり
ます。国土交通省では令和２年に以下のとおり

「台風等の異常気象時における輸送の目安」
を定めていますので改めてお知らせいたします。

中国運輸局からのお願い

異常気象時の運送依頼について
～トラックの安全運行にご配慮ください～

（お問合せはこちらまで）・中国運輸局自動車交通部貨物課（082-228-3438）

荷主の皆様には、
是非こちらをご活用のうえ
「事前の気象情報収集」や
「状況に応じた運行計画の再検討」
などにより、トラック事業者の
安全運行に配慮した運送依頼に
ついて、ご理解・ご協力をお願い
します。

異常気象時における運送依頼は、
トラック・物流Ｇメンによる是正指導
の対象になる場合があります︕
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※掲載されているタイトルは、ご覧いただけるものの一部です。
掲載講師や内容は変更になる場合がございます。

経営に役立つ！鳥取商工会議所のＷＥＢセミナー

WEBセミナー
2023 年 6 月 特集

その他 700 タイトル以上を配信中

WEBセミナーの視聴方法
使い方はとても簡単！すぐにご利用になれます

STEP1 STEP２

バナーを選択

STEP３
学びたいセミナーを
お選びください

バナーを選択 税務 労務

研修・
人材育成

一般経営

●●●●●
●●●
●●

問い合わせ先 ：鳥取商工会議所 経営支援二課　ＴＥＬ ： ０８５７－３２－８００５

ＩＤ・パスワードを取得
フォームよりお申し込み

ください

※鳥取商工会議所から、メールで
ＩＤ・パスワードをお知らせします。

※様々なジャンルで700タイトル
以上の豊富なセミナー

ＷＥＢセミナーの　
バナーを選択します

鳥取商工会議所のＨＰ
よりＷＥＢセミナー
サイトにアクセス

鳥取商工会議所のホームページから無料でご覧いただけます！　https://tottori-cci.or.jp

お　す　す　め　セ　ミ　ナ　ー
タイトル 講師名 時間

パ
ソ
コ
ン

NEW  
誰でも簡単にチラシが作れる「Canva」
実践講座　  公開期限：2025年9月末

志鎌 真奈美 74分

一
般
経
営

NEW
世界に茶レンジ！茶ンス？をつかんだ
話～体験談から学ぶ海外展開～

中坊 敏也 35分

利益を倍増させる
「ビジネスモデル」構築法 一圓 克彦 41分

0円で8割をリピーターにする集客術 村上 弘基 41分

研
修
・

人
材
育
成

NEW
3～5年目からが本番！
仕事の“おもしろさ”を最大化する方法

尾形 比呂和 35分

NEW
不確実な今を生き抜くための交渉力 生駒 正明 37分

タイトル 講師名 時間

健
康

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

介護のお金の基礎知識 加藤 博 37分

キレイな字になるための
9つのステップ 高宮 暉峰 54分

労
務

2025改正労働法のポイント
　　　　　 公開期限：2025年8月末 惠島 美王子 73分

会社と従業員を守る
「トラベルリスクマネジメ ント」 田邊 良学 40分

税
務
・
財
務
・
経
理

NEW
経理担当者向け　経理の基礎
　　　　　 公開期限：2025年9月末

今関 博喜 75分

会社のお金の悩み解決講座 第１回 仲光 和之 ８分
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この夏、鳥取砂丘コナン空港と
新千歳空港を結ぶ直行チャーター便が就航！

<運航日>
令和7年8月30日、31日、9月1日、2日、3日、4日
<運航時間>
鳥取砂丘コナン空港13時30分発⇒⇒新千歳空港15時20分着
新千歳空港10時20分⇒⇒鳥取砂丘コナン空港12時30分着
<運賃>
片道33,000円～39,000円＋燃油サーチャージ、空港使用料

★航空券の購入やツアー情報はこちらから≫≫

鳥取空港の利用を促進する懇話会
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説
明
力
向
上

伝
え
た
い
こと
を
相
手
に
的
確
に
伝
え
る
こと
は
、ビ
ジ
ネ
ス
や
人
間
関
係
の
成
功
に
お
い
て
不
可
欠
で
す
。

しか
し、
伝
え
た
い
こと
を
相
手
に
明
確
に
伝
え
る
こと
は
簡
単
な
こと
で
は
あ
りま
せ
ん
。

説
明
力
に
自
信
が
な
い
と、
情
報
が
伝
わ
らず

、せ
っか
くつ
か
ん
だ
チ
ャン
ス
を逃

した
り、
誤
解
が
生
じる
可
能
性
もあ

りま
す
。 

採
用
、賛

成
して

も
らう
こと
は
決
して

難
しい

こと
で
は
な
く、
た
だ
相
手
に
納
得
して

も
らえ
るよ

うに
、分

か
りや
す
く伝
え
る
こと

で
実
現
しま
す
。伝

わ
る
か
、伝

わ
らな

い
か
、話

の
効
果
を決

め
るの

は
相
手
で
す
。相

手
に
伝
わ
る
説
明
力
を
向
上
させ

る
こと

で
、仕

事
の
成
功
に
繋
が
る
だ
け
で
な
く、
周
囲
か
らの

信
頼
も
得
られ

ま
す
。 

相
手
を動

か
す
明
確
な
説
明
力
で
成
功
をつ

か
み
まし
ょう
！

ビジ
ネ
ス
の
場
で
差
をつ

け
る
た
め
の
「説

明
力
向
上
セ
ミナ
ー
」に
ぜ
ひ
ご
参
加
くだ
さい

。

※
本
申
込
書
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、
講
座
開
催
に
係
る
受
講
者
の
確
認
、
受
講
者
名
簿
の
作
成
、
出
欠
確
認
、

 受
講
料
の
入
金
確
認
及
び
講
座
運
営
に
関
す
る
連
絡
の
目
的
の
み
に
使
用
い
た
し
ま
す
。

T
H

P

セ
ミ
ナ
ー

分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
力
が
生
産
性
向
上
へ
の
近
道
！

 
プ
ロ
グ
ラ
ム

相
手
を
動
か
す
力
を
身
に
つ
け
、
仕
事
力
Ｕ
Ｐ
！

1
説
明
力
とは
？

 
・説

明
力
とは
何
か
？

 
・な
ぜ
説
明
力
が
必
要
な
の
か
？

 

2
説
明
の
前
に
必
要
な
準
備

 
・聞

き手
の
状
況
を把

握
・理

解
 

・話
の
つ
か
み
を用

意
す
る

 

3
聞
き
手
の
頭
に
残
す

 
効
果
的
な
方
法

 
・必

要
な
情
報
と不

必
要
な
情
報

 
・説

明
の
流
れ
を作

る
、結

論
か
ら話

す
【ワ
ー
ク】

 

4
上
司
へ
の
報
告
、 

部
下
へ
の
指
示
・伝

え
方

 
・結

果
か
らは

っき
り伝

え
る

 
・「
報
告
」だ
け
で
な
く「
相
談
」す
る

 
・コ
ー
チ
ング

を
有
効
活
用
す
る

 

５
説
明
力
を
上
げ
る
効
果
的
な
方
法

 
・「
良
い
点
」「
悪
い
点
」を
分
け
て
話
す

 
・信

頼
され

る
人
に
な
る
た
め
の
伝
え
方

 【
ワ
ー
ク】

 

参
加
者
の
声

・
セ
ミ
ナ
ー
内
容
を
聞
い
て
、
自
分
の
日
常
的
に
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
ど
こ
を
ど
う
直
せ
ば
い
い
か
が

わ
か
っ
て
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
仕
事
に
つ
な
が
る
よ
う
に
が
ん
ば
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

・
わ
か
ら
な
か
っ
た
け
ど
、
誰
に
聞
い
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
、
わ
か
っ
た
の
で
よ
か
っ
た

・
言
葉
の
使
い
方
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
活
用
し
ま
す
。

・
説
明
力
の
重
要
さ
が
再
確
認
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
自
信
を
持
っ
て
話
し
て
い
く
よ
う
に

し
た
い
で
す
。
良
い
セ
ミ
ナ
ー
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
以
前
か
ら
知
っ
て
い
た
け
ど
、
で
き
て
い
な
い
部
分
を
思
い
だ
す
こ
と
が
出
来
た
。

・
今
の
自
分
に
合
っ
た
必
要
な
足
り
な
い
部
分
に
気
づ
け
た
講
習
だ
っ
た
の
で
、
参
加
し
て
よ
か
っ
た
。

・
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
入
れ
な
が
ら
の
説
明
で
、
良
く
理
解
で
き
ま
し
た
。
今
後
、
業
務
に
生
か
し
て
い
き
ま
す

鳥
取
商
工
会
議
所
・
鳥
取
法
人
会
・
鳥
取
県
経
営
者
協
会
主
催

日
時

20
25
年

 ９
月
２
５

日
（
木
）

10
:0

0~
17

:0
0

会
場

鳥
取
商
工
会
議
所

  ５
階

大
会
議
室

参
 加

 費
会
員
：

14
,3

00
円

一
般
：

18
,7

00
円
（
教
材
費
・
消
費
税
込
）

定
員

50
名

対
象

全
社
員

鳥
取
商
工
会
議
所

経
営
支
援
二
課

行
FA

X:
08

57
-2

2-
69

39
説
明
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー

 参
加
申
込
用
紙

フ
リ
ガ
ナ

T
E
L

事
業
所
名

フ
リ
ガ
ナ

F
A

X
役
職

/
申
込
者
名

所
在
地

〒

E
-
m

ai
l

＠

フ
リ
ガ
ナ

役
職

/
参
加
者
名

フ
リ
ガ
ナ

役
職

/
参
加
者
名

鳥
取
商
工
会
議
所
会
員

・
鳥
取
法
人
会
会
員

鳥
取
県
経
営
者
協
会
会
員

・
一
般

(該
当
す
る
箇
所
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

)

受
講
修
了
証

要
(

) 
不
要

(
)

受
講
料
合
計

(
 

)円
振
込
予
定
日

月
日

※※
鳥鳥
取取
市市
中中
小小
企企
業業
人人
材材
育育
成成
補補
助助
金金
がが
活活
用用
でで
きき
まま
すす
※
予予
算算
上上
限限
にに
達達
しし
たた
たた
めめ
受受
付付
をを
停停
止止
しし
てて
いい
まま
すす

（
ht

tp
s:/

/w
ww

.ci
ty
.to

tto
ri.
lg.

jp
/w

ww
/c
on

te
nt

s/1
71

38
31

61
08

15
/in

de
x.h

tm
l
）

・
申
請
か
ら
認
定
ま
で
に
２
週
間
程
度
必
要
で
す
の
で
早
め
に
お
申
込
み
下
さ
い

・
認
定
前
に
受
講
料
を
支
払
っ
た
場
合
、
補
助
対
象
経
費
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い

<<おお
申申
込込
方方
法法

>>  
※※

  講講
座座
日日
のの

33営営
業業
日日
前前
よよ
りり
、、

1100
00％％

キキ
ャャ
ンン
セセ
ルル
料料
がが
発発
生生
しし
まま
すす
。。

●
右
記
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
後

F
A

X
に
て
お
申
込
く
だ
さ
い
。

（
受
付
後
担
当
者
様
宛
に
「
請
求
書
兼
申
込
受
信
の
お
知
ら
せ
」
(イ
ン
ボ
イ
ス
対
応

)を
F
A

X
で
返
送
い
た
し
ま
す
。
）

●
お
申
込
後
、
受
講
料
を
原
則
と
し
て
講
座
開
催
の
３
日
前
ま
で
に
請
求
書
記
載
銀
行
口
座
ま
で
お
振
込
み
願
い
ま
す
。

 

（
恐
れ
入
り
ま
す
が
振
込
手
数
料
は
ご
負
担
願
い
ま
す
。
受
講
料
の
返
金
は
い
た
し
か
ね
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

●
振
込
先
：
鳥
取
銀
行
本
店
普
通
預
金

N
O

. 0
32

54
11
鳥
取
中
小
企
業
相
談
所
所
長
井
戸
垣
泰
志

＊
講
座
開
催
の
１
～
２
週
間
前
頃
に
受
講
券
・
会
場
地
図
等
を
申
込
者
様
宛
に

F
A

X
い
た
し
ま
す
。

＊
駐
車
場
は
「
商
工
会
議
所
駐
車
場
」
を
ご
利
用
下
さ
い
（満
車
の
場
合
は
市
営
片
原
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）
 

＊
最
少
催
行
人
数
は
５
名
と
な
り
ま
す
。

 
＊
社
会
ニ
ー
ズ
の
変
更
に
よ
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

＊
反
社
会
的
団
体
及
び
そ
の
構
成
員
と
認
め
ら
れ
る
場
合
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
の
方
は
参
加
を
お
断
り
し
ま
す
。

ま
た
講
師
業
、
士
業
の
方
な
ど
講
師
と
同
業
の
方
の
参
加
を
お
断
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
鳥
取
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ht
tp

s:
//

to
tt

or
i-

cc
i.o

r.
jp

 
＜
お
問
い
合
わ
せ
＞

IP
TE

L：
05

0-
35

28
-0

85
3(
直
通

)
FA

X：
08

57
-2

2-
69

39
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＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

日商簿記３級 ｅラーニング講座 
自分のペースで学習し、スキルアップを目指そう！ 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

主催/鳥取商工会議所

試験のご案内 
【統一試験】 

第171回（１～３級） 試験日 2025/11/16（日） 申込期間　2025/9/29（月）～ 10/15（水）      

第172回（２・3級） 試験日 2026/２/22（日） 申込期間　2026/1/6（火）～ 1/21（水） 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

【ネット試験（2・3 級）】 

ネット試験は自身のタイミングで受験できます。（別途申し込みが必要です） 

【お問い合わせ】 
鳥取商工会議所 検定担当 https://www.kentei.ne.jp 

詳細は 日商検定 検 索 

講座形式 e ラーニング 
対   象 鳥取商工会議所会員および会員事業者従業員 
講座内容 WEB講義 26回（約 30時間）と答案練習 15回（約 20時間） 

模擬問題 10回分（答案作成１時間＋解説 1.5 時間／回） 
講   師 一般社団法人日本商業教育振興会 

全国の高校生、大学生を主な対象として、 
丁寧で分かりやすい簿記学習指導に定評があります。 

学習目安期間 約３か月 
特   長 自分のペースで勉強できる

書籍だけでは理解しにくい点もWEB講義視聴で分かりやすい
苦手分野を何度でも視聴・演習できる
分からない点を講師に質問できる    

注意事項 （1）受講方法について 
・お申込み手続き終了後、ご登録されたメールアドレスに受講に必要な
　ＩＤ・パスワード等をメールにてご案内します。
　１利用者につきＩＤ等を１つ発行します。受講者数の上限はありません。 

（2）著作権について 
・本講座のコンテンツ（テキストや動画等）の関する著作権は、
　一般社団法人日本商業教育振興会に帰属します。
・本講座は、申込事業者内においてご活用ください。
　複製、二次利用等は、禁止とします。  

　鳥取商工会議所は、 独学による日商簿記学習を後押しします。 テキスト学習だけで不安のある

方、 苦手分野を克服したい方、 動画講義の受講で学習を補強しませんか。 パソコン（タブレット、

スマホ）とネット環境があれば、 いつでもどこでも学習できます。 
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318
〈令和７年度鳥取YEGスローガン〉
 至 誠 通 天 　 ～  絆 を 深 め 共 に 歩 を 進 め よ う  ～

〈令和７年度日本YEGスローガン〉
 YEG Common ～ 心通い合う繋がりを結び、新たな未来的経済価値を創出する ～

会
長
あ
い
さ
つ

　
梅
雨
も
明
け
、
本
格
的
な
夏
の
暑
さ
が
到

来
し
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
日
々
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と

存
じ
ま
す
。
平
素
よ
り
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活
動

に
対
し
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
６
月
６
日（
金
）に
は
鳥
取
ス
タ
ー

ボ
ウ
ル
２
階
コ
ン
ペ
ル
ー
ム
に
て
、
前
期
新

入
会
員
研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
11

名
の
新
入
会
員
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
鳥
取

Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
歴
史
や
目
的
、
活
動
内
容
に
つ
い

て
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
研
修
会
後
に

は
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
交
流
大
会
を
実
施
し
、
50

名
を
超
え
る
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
ま

し
た
。
委
員
会
の
垣
根
を
越
え
て
交
流
が
生

ま
れ
、
こ
れ
か
ら
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
が
よ
り
活

発
に
な
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　
や
は
り「
参
加
し
て
楽
し
い
」と
感
じ
て

い
た
だ
け
る
こ
と
が
、
次
の
活
動
へ
の
原
動

力
と
な
り
ま
す
。
こ
の
思
い
を
大
切
に
、
今

後
も
活
動
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
６
月
11
日（
水
）に
は
、
と
り
ぎ
ん

文
化
会
館（
鳥
取
県
民
文
化
会
館
）第
１
会

議
室
に
て
６
月
例
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
４
月
に
実
施
し
た「
因
幡
千
本

桜
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」の
表
彰
式
を
行
い

ま
し
た
。
今
年
で
６
年
目
を
迎
え
る
こ
の
事

業
に
は
、
３
１
７
件
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
、

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
因
幡
千
本
桜
は
、
私
た
ち
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
先
輩

方
の
熱
い
想
い
が
込
め
ら
れ
た
場
所
で
あ
り
、

今
や
鳥
取
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
も
愛
さ

れ
て
い
ま
す
。
応
募
作
品
は
い
ず
れ
も
個
性

豊
か
で
、
見
る
人
の
視
点
を
変
え
て
く
れ
る

よ
う
な
素
晴
ら
し
い
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

当
日
は
、
県
知
事
賞
・
市
長
賞
・
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会

長
賞
・
動
画
賞
の
各
受
賞
者
を
お
招
き
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
込
め
た
想
い
を
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
通
じ
て
、
因

幡
千
本
桜
が
市
民
に
と
っ
て
〝
誇
れ
る
場
所

〞
と
し
て
さ
ら
に
認
識
さ
れ
、
次
の
世
代
に

も
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て
も
、
こ
の
伝
統

あ
る
事
業
を
大
切
に
守
り
育
て
、
さ
ら
な
る

発
展
へ
と
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
地
域
に
根
差
し
、
活
力
を
生
み

出
す
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
を
皆
様
と
共
に
創
り
上
げ

て
い
け
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

暑
さ
厳
し
き
折
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
の
う

え
、
引
き
続
き
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す

令
和
７
年
度

　
６
月
11
日
（
水
）
に
、
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
第
１
会
議
室
に
て
、
令
和

７
年
度
６
月
広
報
例
会
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
で
６
回
目
の
開
催
と
な
る

「
因
幡
千
本
桜
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
表
彰
式
を
メ
イ
ン
に
、
事
業
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
報
告
と
共
有
、
そ
の
後
の
時
間
で
昨
年
の
仕
組
み
改

善
委
員
会
が
行
っ
た
事
業
の
周
知
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
表
彰
式
に
は
、
県
知
事
賞
、
市
長
賞
、Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
長
賞
、
動
画
賞
の
受

賞
者
の
方
々
に
加
え
、
授
与
者
と
し
て
鳥
取
県
、
鳥
取
市
の
方
々
も
お
招

き
し
、
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
受
賞
者
様
の
コ
メ
ン
ト
は

ユ
ー
モ
ア
が
あ
り
、
楽
し
い
表
彰
式
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
年
か
ら
新
た
に
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
賞
と
し
て
、
こ
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
も
表
彰
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
表
彰
式
の
後
は
桜
の
園
に
て
、
主
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
報
告

を
行
い
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
桜
の
園
の
認
知
度
は
十
分
に
高
く
、
こ

の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
含
め
、
さ
ら
に
新
し
い
施
策
を
通
じ
て
鳥
取
Ｙ

Ｅ
Ｇ
の
認
知
度
を
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
最
後
に
残
っ
た
時
間
で
、
昨
年
度
仕
組
み
改
善
委
員
会
の
太
田
委
員
よ

り
、
仕
組
み
改
善
委
員
会
が
行
っ
た
写
真
整
理
や
管
理
に
関
す
る
引
継
ぎ

の
周
知
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
メ
ン
バ
ー
が
多
い
例
会
で
こ

の
よ
う
な
周
知
を
行
え
た
こ
と
は
、
有
意
義
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

広
報
委
員
会
　
委
員
長
　
三
橋
　
章
弘
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令
和
７
年
６
月
６
日
（
金
）、
梅
雨
の
季
節
を
目
前
に
控
え
た
中
、
会
員

交
流
委
員
会
主
催
に
よ
る
「
第
１
回
梅
雨
の
チ
キ
チ
キ
大
ボ
ウ
リ
ン
グ
交

流
会
」
が
鳥
取
ス
タ
ー
ボ
ウ
ル
に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
入
会

員
を
含
む
約
50
名
も
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
会
場
は
終
始
賑
や
か
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
交
流
会
は
、
民
野
会
長
の
力
強
い
始
球
式
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。
そ
の

ス
ト
ラ
イ
ク
で
会
場
の
期
待
感
が
一
気
に
高
ま
り
、
い
よ
い
よ
レ
ー
ン
ご

と
の
チ
ー
ム
戦
が
ス
タ
ー
ト
。
参
加
者
た
ち
は
互
い
に
応
援
し
合
い
、
笑

顔
と
歓
声
が
絶
え
な
い
和
や
か
な
時
間
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
交
流
会

の
中
で
は
、
普
段
な
か
な
か
交
わ
ら
な
い
メ
ン
バ
ー
と
も
自
然
に
親
し
く

な
る
こ
と
が
で
き
、
交
流
が
深
ま
る
素
晴
ら
し
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
交
流
会
終
了
後
に
は
、
丸
由
百
貨
店
屋
上
の
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
に
て
懇
親

会
が
開
か
れ
、
参
加
者
た
ち
は
さ
ら
に
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
新
入
会
員

の
自
己
紹
介
や
、
賞
品
の
授
与
、
さ
ら
に
は
順
位
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
歓
談
の
時
間
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
懇
親
会
で
は
、
委
員
会
の
枠
を
超
え
た
交
流
が
生
ま
れ
、
参
加
者
同
士

の
絆
が
よ
り
一
層
強
ま
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　
今
後
も
こ
の
よ
う
な
交
流
イ
ベ
ン
ト
が
続
く
こ
と
で
、
よ
り
活
気
あ
る

Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
が
築
か
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
次
回
の
開
催
に
も
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

会
員
交
流
委
員
会
　
委
員
長
　
山
下
　
弥
生

　
令
和
７
年
６
月
６
日
、
鳥
取
ス
タ
ー
ボ
ウ
ル
に
て
令
和
７
年
度
前
期

新
入
会
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
事
業
は
新
入
会
員
の
皆
様
が
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
い
う
組
織
へ
の
理
解
を
深

め
、
よ
り
積
極
的
に
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
に
励
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
引
継
ぎ
の
新
入
会
員
と
、
令
和
７
年
度
に

入
会
し
た
新
入
会
員
11
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
ま
ず
広
報
委
員
会
の
三
橋
章
弘
委
員
長
よ
り
、Ｙ
Ｅ
Ｇ

会
員
必
須
の
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア「
エ
ン
ジ
ェ
ル
タ
ッ
チ
」の
操
作
方
法
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、
西
川
征
和
監
事
か
ら
商
工
会
議
所
の

歴
史
や
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
つ
い
て
、
ま
た
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
と
て
も
分
か
り
や
す
く
丁
寧
に
ご
講
義
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
新
入
会
員
の
皆
様
も
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
お
り
、
組
織
へ
の
理
解
が

深
ま
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
事
業
後
は
、
会
員
交
流
委
員
会
主
催
の
ボ
ー
リ
ン
グ
交
流
会
に
参
加

し
、
そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
方
々
と
交
流
を
深

め
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
入
会
員
の
皆
様
、
今
後
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
で
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
！

会
員
増
強
委
員
会
　
委
員
長
　
森
本
　
　
剛

６
月
例
会
開
催

６
月
例
会
開
催

第１回第１回

写真の保存方法などを説明する太田委員

入賞されたYEG会員の紹介

梅
雨
の
チ
キ
チ
キ
大
ボ
ウ
リ
ン
グ
交
流
会

梅
雨
の
チ
キ
チ
キ
大
ボ
ウ
リ
ン
グ
交
流
会

交流会で親睦を深める会員

講義をする西川監事

研修会の様子

懇親会の様子

鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
新
入
会
員・交
代
会
員
研
修
会

鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
新
入
会
員・交
代
会
員
研
修
会

２
０
２
５
年
度

２
０
２
５
年
度

大谷 郁也 君
（おおたに ふみや）　

新 入 会 員新 入 会 員新 入 会 員
鳥取YEGは、地域を支える青年経済人の
集まりであり、一緒に鳥取を盛り上げて
いただける方を随時募集しています。
次世代を担う立場として、熱意を持って
一緒に頑張りませんか？！
鳥取YEGで出会う「縁」を「運」に変えて、
企業と地域を活性化させましょう!
お気軽にお問い合わせください。

事 業 所 名  ㈱青空興業
所属委員会  会員増強委員会
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〈令和７年度鳥取YEGスローガン〉
 至 誠 通 天 　 ～  絆 を 深 め 共 に 歩 を 進 め よ う  ～

〈令和７年度日本YEGスローガン〉
 YEG Common ～ 心通い合う繋がりを結び、新たな未来的経済価値を創出する ～

会
長
あ
い
さ
つ

　
梅
雨
も
明
け
、
本
格
的
な
夏
の
暑
さ
が
到

来
し
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
日
々
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と

存
じ
ま
す
。
平
素
よ
り
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活
動

に
対
し
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
６
月
６
日（
金
）に
は
鳥
取
ス
タ
ー

ボ
ウ
ル
２
階
コ
ン
ペ
ル
ー
ム
に
て
、
前
期
新

入
会
員
研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
11

名
の
新
入
会
員
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
鳥
取

Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
歴
史
や
目
的
、
活
動
内
容
に
つ
い

て
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
研
修
会
後
に

は
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
交
流
大
会
を
実
施
し
、
50

名
を
超
え
る
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
ま

し
た
。
委
員
会
の
垣
根
を
越
え
て
交
流
が
生

ま
れ
、
こ
れ
か
ら
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
が
よ
り
活

発
に
な
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　
や
は
り「
参
加
し
て
楽
し
い
」と
感
じ
て

い
た
だ
け
る
こ
と
が
、
次
の
活
動
へ
の
原
動

力
と
な
り
ま
す
。
こ
の
思
い
を
大
切
に
、
今

後
も
活
動
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
６
月
11
日（
水
）に
は
、
と
り
ぎ
ん

文
化
会
館（
鳥
取
県
民
文
化
会
館
）第
１
会

議
室
に
て
６
月
例
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
４
月
に
実
施
し
た「
因
幡
千
本

桜
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」の
表
彰
式
を
行
い

ま
し
た
。
今
年
で
６
年
目
を
迎
え
る
こ
の
事

業
に
は
、
３
１
７
件
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
、

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
因
幡
千
本
桜
は
、
私
た
ち
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
先
輩

方
の
熱
い
想
い
が
込
め
ら
れ
た
場
所
で
あ
り
、

今
や
鳥
取
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
も
愛
さ

れ
て
い
ま
す
。
応
募
作
品
は
い
ず
れ
も
個
性

豊
か
で
、
見
る
人
の
視
点
を
変
え
て
く
れ
る

よ
う
な
素
晴
ら
し
い
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

当
日
は
、
県
知
事
賞
・
市
長
賞
・
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会

長
賞
・
動
画
賞
の
各
受
賞
者
を
お
招
き
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
込
め
た
想
い
を
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
通
じ
て
、
因

幡
千
本
桜
が
市
民
に
と
っ
て
〝
誇
れ
る
場
所

〞
と
し
て
さ
ら
に
認
識
さ
れ
、
次
の
世
代
に

も
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て
も
、
こ
の
伝
統

あ
る
事
業
を
大
切
に
守
り
育
て
、
さ
ら
な
る

発
展
へ
と
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
地
域
に
根
差
し
、
活
力
を
生
み

出
す
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
を
皆
様
と
共
に
創
り
上
げ

て
い
け
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

暑
さ
厳
し
き
折
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
の
う

え
、
引
き
続
き
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す

令
和
７
年
度

　
６
月
11
日
（
水
）
に
、
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
第
１
会
議
室
に
て
、
令
和

７
年
度
６
月
広
報
例
会
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
で
６
回
目
の
開
催
と
な
る

「
因
幡
千
本
桜
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
表
彰
式
を
メ
イ
ン
に
、
事
業
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
報
告
と
共
有
、
そ
の
後
の
時
間
で
昨
年
の
仕
組
み
改

善
委
員
会
が
行
っ
た
事
業
の
周
知
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
表
彰
式
に
は
、
県
知
事
賞
、
市
長
賞
、Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
長
賞
、
動
画
賞
の
受

賞
者
の
方
々
に
加
え
、
授
与
者
と
し
て
鳥
取
県
、
鳥
取
市
の
方
々
も
お
招

き
し
、
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
受
賞
者
様
の
コ
メ
ン
ト
は

ユ
ー
モ
ア
が
あ
り
、
楽
し
い
表
彰
式
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
年
か
ら
新
た
に
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
賞
と
し
て
、
こ
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
も
表
彰
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
表
彰
式
の
後
は
桜
の
園
に
て
、
主
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
報
告

を
行
い
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
桜
の
園
の
認
知
度
は
十
分
に
高
く
、
こ

の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
含
め
、
さ
ら
に
新
し
い
施
策
を
通
じ
て
鳥
取
Ｙ

Ｅ
Ｇ
の
認
知
度
を
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
最
後
に
残
っ
た
時
間
で
、
昨
年
度
仕
組
み
改
善
委
員
会
の
太
田
委
員
よ

り
、
仕
組
み
改
善
委
員
会
が
行
っ
た
写
真
整
理
や
管
理
に
関
す
る
引
継
ぎ

の
周
知
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
メ
ン
バ
ー
が
多
い
例
会
で
こ

の
よ
う
な
周
知
を
行
え
た
こ
と
は
、
有
意
義
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

広
報
委
員
会
　
委
員
長
　
三
橋
　
章
弘

発行：令和 7年 7月１5日
鳥取商工会議所青年部

広報委員会

7

民野   泰稔会長

鳥取商工会議所青年部

株式会社 三協商会

　
令
和
７
年
６
月
６
日
（
金
）、
梅
雨
の
季
節
を
目
前
に
控
え
た
中
、
会
員

交
流
委
員
会
主
催
に
よ
る
「
第
１
回
梅
雨
の
チ
キ
チ
キ
大
ボ
ウ
リ
ン
グ
交

流
会
」
が
鳥
取
ス
タ
ー
ボ
ウ
ル
に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
入
会

員
を
含
む
約
50
名
も
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
会
場
は
終
始
賑
や
か
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
交
流
会
は
、
民
野
会
長
の
力
強
い
始
球
式
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。
そ
の

ス
ト
ラ
イ
ク
で
会
場
の
期
待
感
が
一
気
に
高
ま
り
、
い
よ
い
よ
レ
ー
ン
ご

と
の
チ
ー
ム
戦
が
ス
タ
ー
ト
。
参
加
者
た
ち
は
互
い
に
応
援
し
合
い
、
笑

顔
と
歓
声
が
絶
え
な
い
和
や
か
な
時
間
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
交
流
会

の
中
で
は
、
普
段
な
か
な
か
交
わ
ら
な
い
メ
ン
バ
ー
と
も
自
然
に
親
し
く

な
る
こ
と
が
で
き
、
交
流
が
深
ま
る
素
晴
ら
し
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
交
流
会
終
了
後
に
は
、
丸
由
百
貨
店
屋
上
の
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
に
て
懇
親

会
が
開
か
れ
、
参
加
者
た
ち
は
さ
ら
に
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
新
入
会
員

の
自
己
紹
介
や
、
賞
品
の
授
与
、
さ
ら
に
は
順
位
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
歓
談
の
時
間
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
懇
親
会
で
は
、
委
員
会
の
枠
を
超
え
た
交
流
が
生
ま
れ
、
参
加
者
同
士

の
絆
が
よ
り
一
層
強
ま
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　
今
後
も
こ
の
よ
う
な
交
流
イ
ベ
ン
ト
が
続
く
こ
と
で
、
よ
り
活
気
あ
る

Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
が
築
か
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
次
回
の
開
催
に
も
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

会
員
交
流
委
員
会
　
委
員
長
　
山
下
　
弥
生

　
令
和
７
年
６
月
６
日
、
鳥
取
ス
タ
ー
ボ
ウ
ル
に
て
令
和
７
年
度
前
期

新
入
会
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
事
業
は
新
入
会
員
の
皆
様
が
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
い
う
組
織
へ
の
理
解
を
深

め
、
よ
り
積
極
的
に
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
に
励
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
引
継
ぎ
の
新
入
会
員
と
、
令
和
７
年
度
に

入
会
し
た
新
入
会
員
11
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
ま
ず
広
報
委
員
会
の
三
橋
章
弘
委
員
長
よ
り
、Ｙ
Ｅ
Ｇ

会
員
必
須
の
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア「
エ
ン
ジ
ェ
ル
タ
ッ
チ
」の
操
作
方
法
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、
西
川
征
和
監
事
か
ら
商
工
会
議
所
の

歴
史
や
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
つ
い
て
、
ま
た
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
と
て
も
分
か
り
や
す
く
丁
寧
に
ご
講
義
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
新
入
会
員
の
皆
様
も
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
お
り
、
組
織
へ
の
理
解
が

深
ま
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
事
業
後
は
、
会
員
交
流
委
員
会
主
催
の
ボ
ー
リ
ン
グ
交
流
会
に
参
加

し
、
そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
方
々
と
交
流
を
深

め
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
入
会
員
の
皆
様
、
今
後
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
で
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
！

会
員
増
強
委
員
会
　
委
員
長
　
森
本
　
　
剛

６
月
例
会
開
催

６
月
例
会
開
催

第１回第１回

写真の保存方法などを説明する太田委員

入賞されたYEG会員の紹介

梅
雨
の
チ
キ
チ
キ
大
ボ
ウ
リ
ン
グ
交
流
会

梅
雨
の
チ
キ
チ
キ
大
ボ
ウ
リ
ン
グ
交
流
会

交流会で親睦を深める会員

講義をする西川監事

研修会の様子

懇親会の様子

鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
新
入
会
員・交
代
会
員
研
修
会

鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
新
入
会
員・交
代
会
員
研
修
会

２
０
２
５
年
度

２
０
２
５
年
度

大谷 郁也 君
（おおたに ふみや）　

新 入 会 員新 入 会 員新 入 会 員
鳥取YEGは、地域を支える青年経済人の
集まりであり、一緒に鳥取を盛り上げて
いただける方を随時募集しています。
次世代を担う立場として、熱意を持って
一緒に頑張りませんか？！
鳥取YEGで出会う「縁」を「運」に変えて、
企業と地域を活性化させましょう!
お気軽にお問い合わせください。

事 業 所 名  ㈱青空興業
所属委員会  会員増強委員会
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July 2025 女性会だより7 Tottori Chamber of Commerce and Industry Business Woman’s Club
　

鳥
取
県
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合

会
（
德
田
和
子
会
長
・
鳥
取
商
工
会

議
所
女
性
会
会
長
）
は
6
月
18
日

（
水
）、
境
港
市
内
で
定
期
総
会
と
会

員
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

境
港
商
工
会
議
所
で
開
催
し
た
定

期
総
会
は
、
令
和
6
年
度
事
業
報
告
、

収
支
決
算
を
承
認
、
令
和
7
年
度
事

業
計
画
（
案
）、
お
よ
び
収
支
予
算

（
案
）
を
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

会
員
交
流
会
は
、
境
港
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
み
な
と
テ
ラ
ス
で
開
催
し
、

県
下
女
性
会
会
員
55
人
が
参
加
。
德

田
会
長
は
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
「
日

頃
よ
り
各
単
会
の
皆
様
に
は
、
活
発

県
商
女
性
連
　
定
期
総
会
・
会
員
交
流
会
を
開
催

県
商
女
性
連
　
定
期
総
会
・
会
員
交
流
会
を
開
催

　　
　　
　　
　　
～
互
い
の
地
域
で
の
活
動
に
学
び
、
交
流
を
深
め
る
～

～
互
い
の
地
域
で
の
活
動
に
学
び
、
交
流
を
深
め
る
～

な
活
動
を
通
じ
て
女
性
会
の
名
を
広

め
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と
述
べ
、

さ
ら
に
地
方
創
生
2.0
を
掲
げ
る
鳥
取

県
出
身
の
石
破
茂
総
理
大
臣
の
方
針

に
も
触
れ
、「
今
こ
そ
、
女
性
の
し

な
や
か
さ
と
打
た
れ
強
さ
で
地
域
を

支
え
る
時
で
す
。
女
性
に
は
〝
産
む

力
〟
が
あ
り
ま
す
。
今
こ
そ
、
そ
の

力
を
発
揮
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

力
強
く
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
鳥
取
・
倉
吉
・
米
子
・

境
港
の
各
女
性
会
か
ら
活
動
報
告
が

行
わ
れ
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

創
意
工
夫
や
実
践
的
な
取
り
組
み
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
に
と
っ

て
、
多
く
の
学
び
と
刺
激
を
得
る
有

意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
回
開
催
地
あ
い
さ
つ
で
は
、
次

年
度
は
鳥
取
商
工
会
議
所
女
性
会
が

中
国
大
会
の
主
管
と
な
り
、
中
国
大

会
と
兼
ね
る
形
で
会
員
交
流
会
を
開

催
す
る
こ
と
か
ら
、
北
村
鳥
取
大
会

実
行
委
員
長
が
来
年
の
大
会
に
向
け

た
参
加
・
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

昼
食
懇
談
会
で
は
、
地
元
・
境
港

で
水
揚
げ
さ
れ
た
天
然
本
マ
グ
ロ
の

お
刺
身
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
地
元
の
味

覚
と
温
か
な
も
て
な
し
を
味
わ
い
な

が
ら
、
交
流
が
一
層
深
ま
り
ま
し
た
。

　

午
後
の
記
念
講
演
で
は
、
境
港

フ
ィ
ッ
シ
ュ
（
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
）
大
使
の

山
本
洋
子
氏
が
「
鳥
取
の
宝
を
カ
タ

チ
に
！
～
女
性
の
集
合
知
が
動
か
す
、

地
域
の
魅
力
と
経
済
の
エ
ン
ジ
ン
～
」

と
題
し
て
登
壇
。「
伝
え
方
が
勝
負
の

時
代
」「
自
虐
で
は
な
く
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
言
葉
を
」「
謙
遜
よ
り
前
に
出
る
姿

勢
を
」
な
ど
、
情
報
発
信
の
工
夫
に

つ
い
て
実
例
を
交
え
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

共
感
や
応
援
の
気
持
ち
が
消
費
の
原

動
力
に
な
る
と
述
べ
ら
れ
、
多
様
な

視
点
が
も
た
ら
す
〝
集
合
知
〟
の
力

に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
は
全
員
で
「
鬼
太
郎
音
頭
」

を
踊
り
、
境
港
女
性
会
の
会
員
が

鬼
太
郎
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
扮
す
る
な
ど
、

笑
顔
に
包
ま
れ
た
賑
や
か
な
フ
ィ

ナ
ー
レ
と
な
り
ま
し
た
。心
の
こ
も
っ

た
お
も
て
な
し
と
入
念
な
準
備
に
、

深
い
感
謝
と
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

　

次
年
度
の
開
催
地
は
鳥
取
市
で
す
。

中
国
大
会
と
兼
ね
る
形
で
の
開
催
と

な
り
、
開
催
規
模
も
大
き
く
な
り
ま

す
が
、
よ
り
一
層
ご
満
足
い
た
だ

け
る
交
流
会
を
目
指
し
、
会
員
一
同
、

心
を
一
つ
に
し
て
準
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

境港女性会会員との記念撮影

講師の山本氏

会員交流会の様子



鳥取商工会議所報
VOL773.2025.7.15

21



鳥取商工会議所報
VOL773.2025.7.15

22

　

◆
４
月
13
日
に
開
幕
し
た
大

阪
・
関
西
万
博
。
閉
幕
は
10
月

13
日
（
月
・
祝
日
）
で
、
本
誌

７
月
号
の
発
行
時
期
は
、
ち
ょ

う
ど
会
期
の
折
り
返
し
で
す
◆

筆
者
は
工
業
部
会
の
視
察
事
業

で
万
博
に
行
き
ま
し
た
。
公
表

さ
れ
た
当
日
の
一
般
来
場
者
数

は
９
２
、０
４
３
人
。
あ
い
に
く

の
雨
で
し
た
が
、
万
博
会
場
内

は
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
、

人
気
パ
ビ
リ
オ
ン
に
は
長
い
長

～
い
行
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
！

◆
筆
者
も
い
く
つ
か
パ
ビ
リ
オ

ン
に
入
場
し
ま
し
た
が
、
一
番

印
象
に
残
っ
た
の
は
、
や
は
り

大
屋
根
リ
ン
グ
の
壮
観
さ
で
し

た
！�

（
Ａ
）

編　集　室

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り 

市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
　

利
用
予
定
表　
　
　
　
　
　

信
用
保
証
協
会 

窓
口
営
業

時
間
変
更
の
お
知
ら
せ

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り
市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
〒
６
８
０
―
０
８
３
２
　
鳥
取
市
弥
生
町
３
２
３
―
１

　
TEL
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
５
　

FAX
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
０

　
利
用
時
間 

９

：

00
～
22

：

00

日
に
ち

利　
用　
内　
容

７
／
20
㈰

第
34
回　
鳥
取
工
芸
の
会
【
公
開
】

21
㈪

第
34
回　
鳥
取
工
芸
の
会
【
公
開
】

合
唱
練
習

22
㈫

第
34
回　
鳥
取
工
芸
の
会
【
公
開
】

26
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

８
／
２
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

９
㈯

パ
レ
ッ
ト
夏
あ
そ
び
【
公
開
】

10
㈰

パ
レ
ッ
ト
夏
あ
そ
び
【
公
開
】

14
㈭

第
61
回
鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭　
看
護
師
詰
め
所

控
え
室

17
㈰

ダ
ン
ス
発
表
会　
第
15
回
「D

O
-BEA

T

」

　
　
　
　
※
利
用
予
定
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ＡＮＡからのお知らせ

詳詳ししくくはは、、 公公式式ホホーームムペペーージジににててごご確確認認くくだだささいい。

２２００２２４４年年 東東京京便便 夏夏ダダイイヤヤ決決定定！！

鳥鳥取取砂砂丘丘ココナナンン空空港港  日日５５往往復復継継続続

期期間間：： 年年 月月 日日～～ 年年 月月 日日

東東京京発発のの初初便便がが
７７時時台台のの出出発発にに
ななりり、、ごご利利用用頂頂きき
ややすすくくななりりままししたた。。

355日前から予約可能!！
おトクな割引運賃

くわしくは
WEBサイトへ▼

ANA からのお知らせ

便名 出発 到着
292  7 時 05 分  8 時 15 分
294  8 時 55 分 10 時 10 分
296 11 時 15 分 12 時 35 分
298 15 時 35 分 17 時 00 分
300 18 時 40 分 20 時 00 分

■鳥取⇒東京
期間：2025年3月30日〜2025年10月25日

2025年　東京便　夏ダイヤ決定！

鳥取砂丘コナン空港　1日５往復継続

便名 出発 到着
291  7 時 00 分  8 時 15 分
293  9 時 20 分 10 時 35 分
295 13 時 35 分 14 時 50 分
297 16 時 40 分 18 時 00 分
299 19 時 20 分 20 時 35 分

■東京⇒鳥取

　

令
和
７
年
７
月
１
日
よ
り
、

円
滑
な
業
務
運
営
を
図
る
た

め
、
窓
口
営
業
時
間
を
次
の
と

お
り
変
更
い
た
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

《
窓
口
営
業
時
間
》

平
日　

午
前
９
時
～
12
時

　
　
　

午
後
１
時
～
５
時
15
分

　
　

※
昼
休
業
時
間

　
　
　

午
前
12
時
～
午
後
１
時

鳥
取
県
信
用
保
証
協
会

�

鳥
取
営
業
所

℡
０
８
５
７
－
26
－

６
６
３
１
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２　

青
年
部
会
員
増
強
委
員
会

３　

青
年
部
広
報
委
員
会
・
総
務
委
員
会
・
政

策
委
員
会
・
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会
・
ま
ち
興

し
委
員
会

４　

マ
ル
経
融
資
審
査
会
▽
企
画
政
策
委
員
会

▽
監
事
会
▽
青
年
部
お
城
委
員
会
・
会
員

交
流
委
員
会

６　

青
年
部
前
期
新
入
会
員
研
修
会

８　

日
商
簿
記
検
定
試
験

９　

工
業
部
会
視
察
研
修
（
10
日
も
、
大
阪
市

ほ
か
）
▽
流
通
部
会
総
会
・
研
修
会
ほ
か

10　

青
年
部
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
決

起
集
会
・
広
報
委
員
会

11　

建
設
部
会
総
会
・
交
流
会
▽
青
年
部
例
会

12　

会
頭
・
副
会
頭
会
議
▽
管
理
職
向
け
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

13　

観
光
・
交
通
部
会
総
会

16　

サ
ー
ビ
ス
部
会
総
会

17　

定
期
金
融
相
談
会
▽
運
営
委
員
会
▽
青
年

部
５
役
会

18　

ま
ち
な
か
賑
わ
い
創
出
特
別
委
員
会
▽
県

商
女
性
連
定
期
総
会
・
会
員
交
流
会
（
境

港
市
）

20　

常
議
員
会

22　

日
商
珠
算
検
定
試
験

24　

新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
の
求
人
要
請

▽
Ｌ
Ｆ
Ｐ
特
別
委
員
会
正
副
委
員
長
会
議

▽
青
年
部
理
事
会

27　

通
常
議
員
総
会
・
永
年
役
員
議
員
表
彰
式
・

同
祝
賀
懇
親
会
▽
選
挙
管
理
委
員
会

30　

青
年
部
対
外
交
流
委
員
会

 

事
務
局
日
誌 （
　
）

定例金融相談会のご案内
　定例金融相談会は、㈱日本政策金融公庫鳥取支店のご協力をいただき、皆さまの事業資金調達等の金融
ニーズに迅速に対応するため毎月開催しています。ご希望の方は下記まで電話でお申し込みください。

１．日　時　　８月19日（火）午前10時〜12時
２．会　場　　鳥取商工会議所　会議室
３．内　容　　事業資金等の借入相談（㈱日本政策金融公庫職員との直接面接）
４．お申し込み・お問い合わせ　　　鳥取商工会議所 経営支援部 経営支援一課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL：0857－32－8005　FAX：0857－22－6939

６
月
抜
粋

本　社　鳥取市商栄町203-6

　　　　 TEL 0857-23-3641 FAX 0857-22-3329

倉吉店　倉吉市幸町529番地 ユーミーレジデンス1-3号

　　　　 TEL 0858-24-5451 FAX 0858-24-5452

代表取締役 水 野 治 郎

清潔と快適の総合サービスを目指す

本　　社 : 鳥取市吉方町2丁目451

千代工場 : 鳥取市古海326-3

TEL（0857）26-5551

TEL（0857）29-3119

米子支店　 松江営業所　 島根中央営業所

まちにやさしく、ひとにやさしく。まちにやさしく、ひとにやさしく。

日ノ丸産業株式会社日ノ丸産業株式会社
〒680-0845 鳥取市富安２丁目11番地〒680-0845 鳥取市富安２丁目11番地
TEL:0857-23-0291　FAX:0857-27-0316TEL:0857-23-0291　FAX:0857-27-0316

代表取締役社長　代表取締役社長　森 下  明 男森 下  明 男
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〒680-8566 鳥取市本町３丁目201
TEL（0857）26-6666 FAX（0857）22-6939

URL https://tottori-cci.or.jp

（Tottori Chamber of Commerce & Industry）

地域 ･経済振興部
総　務　課 32-8002

経営支援部
経営支援一課 32-8005

経済振興課 32-8003 経営支援二課 32-8005
地域振興課 32-8004 農商工連携推進事業 32-8005

鳥取産業会館·鳥取商工会議所ビルに車でお越しの方は､会館北側駐車場をご利用ください｡最初の30分
は無料ですが､それ以降は1時間ごとに100円が必要です｡駐車サービス券の発行はテナント事業所に
よって異なりますので､当該事業所にご確認ください｡

駐車場ご案内


